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In order to halt the decline of the central city area in provincial cities, three laws on city planning were 
established in 2006. This study aims to obtain a basic understanding of the relationship between the location of 
the shopping centers and central city area using indicators in consideration of the project hearing survey. As a 
result, (1) Opening of the shopping center with a floor area of more than 10,000m2 was decrease and increase 
the store of smaller scale. (2) There was a split location is situated to the industrial site of the light-industrial 
district by dividing shopping center of more than 10,000 m2 floor area is sandwiched between the road. (3) 
The location of the shopping center contributes activation of the central city area so that affect the number of 
employees. 




































































































から 1ｋｍから 5ｋｍまで，500m 間隔で大型店立地の把握























































富山市 2007/2/8 中核都市 436
青森市 2007/2/8 中核都市 116.7
金沢市 2007/5/28 中核都市 860
岐阜市 2007/5/28 170
府中市 2007/5/28 72.8
高松市 2007/5/28 中核都市 250
熊本市 2007/5/28 政令指定都市 425
長野市 2007/5/28 中核都市 200
帯広市 2007/8/27 140
高岡市 2007/11/30 340
福井市 2007/11/30 特例市 105.7
鳥取市 2007/11/30 特例市 210
鹿児島市 2007/12/25 中核都市 381
藤枝市 2008/3/12 160
大野市 2008/7/9 98
豊田市 2008/7/9 中核都市 196
大津市 2008/7/9 中核都市 160
松江市 2008/7/9 特例市 403
大分市 2008/7/9 中核都市 153




































































2 都市であった．青森市は APPRE103 というイオンタウン
株式会社が運営する複合型ショッピングセンターが道路







（図 5，表 2） 


























図 3 年代・大型店規模別大型店届出件数 
図 4 法改正前後距離帯別大型店届出件数 
図 3 法改正前後用途地域別大型店届出割合 
表 2 対象都市における分割立地 




























































































く，重心間距離がクラスター2 に次いで 2 番目に小さい値
を示したことから「小規模無秩序型」と名付けた．帯広市，
鳥取市，岐阜市，豊田市，大野市，富山市，府中市，金沢





市，高岡市の 6 都市が分類された．クラスター3 は郊外商
圏面積がマイナスの値を示したことから「郊外縮小型」と
名付けた．長野市，松江市，鹿児島市の 3 都市が分類され






































表 3 分類指標一覧 
表 5 クラスター分析 類型結果 
表 4 クラスター分析 指標結果 






ｋｍ2 ｋｍ ％ ｍ2/店
1 小規模無秩序型 0.59 0.12 23.85 8638.07
2 準中心開発型 7.43 -0.04 26.37 9306.80
3 郊外縮小型 -11.84 0.78 28.24 8840.22
























































































































表 6 クラスター別各指標増減率 単位：％ 
図 6 中心市街地における人口，従業者増減率 







































































































































通行量 16.31 17.17 通行量 -25.92 -18.78 人口 1.63 -1.86 大津市 通行量 4.99 12.27
人口 -3.35 0.65 人口 4.93 9.68 通行量 -14.32 11.58 熊本市 通行量 3.29 0.85
人口 1.13 2 通行量 -16.52 -9.3 通行量 18.42 39.51
通行量 -9.5 4.11 人口 -2.05 -5.83 人口 -2.62 -0.22
空き店舗 13店舗増加 5.82 空き店舗 2％解消 2.27 通行量 4.13 1.31
人口 3.98 -3.31 通行量 1.20 22.78 販売額 -16.82 0.22
空き店舗 2店舗解消 8.96 人口 1.40 3.23
通行量 -2.95 12.79 人口 -3.22 -10.41
豊田市 通行量 4.61 -12.31 通行量 -11.06 -26.8
大野市 通行量 30.28 17.72 販売額 -7.57 -5.69
通行量 9.93 8.21 通行量 -0.16 -8.18
人口 -2.46 -0.57 人口 -8.80
人口 500人増 -2.03 通行量 14.01 -7.89
通行量 -3.67 9.24 空き店舗 20店舗解消 -3.07
















































のアプレ 103 は 3,023ｍ2，5,641ｍ2，8,257ｍ2の 3 分割して
合計床面積 17,321ｍ2 の大型店が工業地域で立地している
ことが確認された．帯広市のジョイフルエーケーは 3,405
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